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現在， 歯科学分野において義歯， 金属冠の製作ならびに種々の保存的治療など
!皮合の改善，回復のために下顎運動に関する知識の必要性が，すべての基本的要素
として要求されている。 また口腔外科領域においても， 顎関節症，下顎形態，機
能回復などに下顎運動分析が重要である。
下顎運動は 2つの関節により 1つの運動を生ずるものであり， それぞれの関節
は滑走， 回転運動が組合され， また関節円板という中間組織が介在するため，身
体他部の関節と著しく異なる複雑な運動をする。 
18世紀中頃，フランスの Monro& Ferreinは初めて下顎運動の報告をして以
来，解剖学， 生理学などの分野あるいは歯科学的立場からも，多くの研究がなさ
れた。その計測方法は光，反射鏡による応用， レントゲン利用， electrical tran-
sc1ucer systemを用いたものなどがある。また Superimposition など操作上困
難な方法もあり，これらのデータは多方面に応用されているものの， 正常下顎運
動の理論的分析は現在に於ても種々困難性が残されている。
本著者は，下顎運動の鋭敏且つ量的な正確な記録を得るため， Araicheによる 
manclibulographに改良を加え， 3次元的下顎運動のデーターをベクトノレ代数学
の方在式として表し， コンピューターに入力， 正確な下顎運動を求めんとした独
創的な報告で、ある。
下顎運動の計測基準線は従来解剖学的平面を利用したが， 本書では測定誤差が
大きいため使用せず，両側上顎犬歯校頭頂を結んだ線を含め計 3基準線を考察し
ている。またI皮合に関する問題は，それぞれ歯牙校頭角が顎模型上で計測される。
さらに下顎関節頭位は cephalogramより測定され， 前述の基準線への数値修正
がなさオもる。
実際の応用面におU、ては， chewing，開閉口.右側方， 前後の 5下顎運動を，
側方，前方， syncipitalの3方向から観察し， まず2次元的歯牙佼頭の運動をグ
ラフより検討し， 次に変位，速度を下顎関節頭を含めた 5点より求め， さらに時
間要素も加味した， 下顎運動の総合的，数学的解析を 3次元的に検討する。 また
解析学的平面との関係，下顎安静位ならびに佼合器などの諸問題点にも関連した
解剖を行なう。
今日において下顎運動分析は筋電図， 口内外描記法， x線テレビによる分析が
主流であるが， これらは操作上に問題点があり，特にX線テレビは手段として優
れているが被爆問題がある。本研究は 3次元的下顎運動を独創的発想により，極
めて明解に解析している。コンピユ}ターはすでに routine化した現代に，この
分野の研究者は積極的に応用されることが望まれる。(佐藤研一)
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